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市政だよ υ 交通事故相談日

9 月 25日(火〉

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください
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乙
》一

、ー

を

と

じ

て

く

だ

、-
L 

楽しく自由に遊んでいる 1日保育のみなさん

議沼会{薬害f~議たたかい漆5撃を わ

心身lζ障害を持つ子供たちをま庭で=育てる苦労は

なみたいでいではありません。

市は福祉行政のーっとして、 心身障害児の 1日保

育所を次のとおり開設しました。

乙れは心身障害児が仲間同志の集いの中から、自

立と協和の精神を培い保護者の連携の場をもつこと

を目的としたもので、す。

対象は在宅の心身障害児で、おおむね3歳から12

歳までの児童と保護者です。

入所ご希望の方は、福祉事務所へ申 し出て下さい

なお当日 は心身障害児の相談日として、相談に応じ

ておりますのでJお気軽にお出で下さい。

①日 時 毎月第 2 ・ 4 日曜日午後 1 時~ 4 時

①場所 社会檀祉センタ - 1階大会議室

幽刷山川川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111[111111111111111111111111111111111111111111I111111I1I山川川川H川l川l

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/合同印刷

心身障害児の
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..全国交通安全運動|

おおむ市政だより昭和48年 9月15日
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と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹

底
を
図
り
、
お
互
い
が
正
し
い
交

通
ル

l
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る

乙
と
に
よ
っ
て
交
通
事
故
を
な
く

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
運
動
の
重
点
〉

1
歩
行
者
、
特
に
こ
ど
も

と
老
人
の
事
故
防
止

①
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
l
ン
の
設
定

促
進
と
整
備
拡
充

②
交
通
安
全
教
育
の
充
実
強
化

③
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
結

成
推
進
。

2
飲
酒
運
転
の
追
放

①
飲
潤
運
転
追
放
協
議
会
等
の

結
成
推
進

②
家
庭
職
域

・
地
域
か
ら
の
飲

酒
運
転
追
放
の
推
進

①
酒
類
提
供
業
者
の
自
主
活
動

の
推
進
。

い
て
は
、
次
の
表
の
区
分
に
よ
り

必
ず
検
査
を
受
け
て
届
出
済
証
と

検
査
証
の
交
換
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

検
査
場
は
次
の
と
お
り
で
す
が

詳
し
く
は
、

検
査
場
か
大
村
地
区

自
家
用
車
協
会

(電
語
②
|
二
九

七
一

)

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

。
長
崎
検
査
場

長
崎
市
平
間
町
田

O
三
l

。
佐
世
保
検
査
場

佐
世
保
市
沖
新
町
二
五

ーー
水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

軽
自
動
車
に
も

車

検

適

用

道
路
運
送
車
両
法
が
改
正
さ
れ

十
月
一
日
か
ら
軽
自
動
車

(二
輪

車
を
除
く
)
も
車
体
検
査
を
受
け

検
査
証
を
備
え
な
け
れ
ば
運
行
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
使
用
中
の
軽
自
動
車
に

つ

原爆特別被爆者の「

」健康管理手当等改正

原
子
爆
弾
特
別
被

爆
者
に
対
す
る
健
康

管
理
手
当
及
び
特
別

手
当
が
十
月

一
日
か

ら
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
す
。

1
健
康
管
理
手
当
及

び
特
別
手
当
受
給

者
年
齢
が
五
十
五

歳
か
ら
五
十
歳
に

引
下
げ
ら
れ
ま
す

2
健
康
管
理
手
当
の
額
が
四
千
円

か
ら
五
千
円
に
、
特
別
手
当
の

額
が
一
万
円
か
ら
一
万
一
千
円

に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

届 出 年 月 日 検査期限

検査期限昭和41年12月31日以前 昭和48年10月

昭和42年1月1日から昭和42年12月31日まで 昭和48年11月

昭和43年1月1日から昭和43年7月31日まで 昭和48年12月

昭和43年8月1日から昭社43年12月31日まで 昭和49年1月

昭和44年1月1日から昭和44年4月30日まで 昭和49年2月

昭和44年5月1日から昭和44年8月31日まで 昭和49年3月

昭和44年9月1日から昭和44年12月31日まで 昭和49年4月

昭和45年1月1日から昭和45年3月31日まで 昭和49年 5月

昭和45年4月 1日から昭和45年 6月31日まで 昭和49年 6月

昭和45年7月1日から昭和45年9月初日まで 昭和49年7月

昭和45年10月1日から昭和45年12月31日まで 昭和49年8月

昭和的年1月1日から昭和46年3月31日まで 昭和49年9月

昭和46年4月 1日から昭和46年 6月初日まで 昭和49年10月

昭和46年7月l日から昭和46年9月30日まで 昭和49年11月

昭和46年10月1日から昭和46年11月初日まで 昭和49年12月

昭和46年12月1日から昭和47年2月29日まで 昭和50年1月

昭和47年3月 1日から昭和47年4月30日まで 昭和50年2月

昭和47年5月1日から昭和47年7月31日まで 昭和50年3月

昭和47年8月1日から昭和47年10月31日まで 昭和50年4月

昭和47年11月1日から昭和48年1月31日まで 昭和50年5月

昭和48年2月1日から昭和48年4月30日まで 昭和50年6月

昭和48年5月1日から昭和48年6月30日まで 昭和50年7月

昭和48年7月1日から昭和48年8月31日まで 昭和50年 8月

昭和48年9月1日から昭和48年9月30日まで 昭和50年9月

(市

指定期目前でも受検できます(注〕

民

!憲

章
)

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二

十
一
日
か
ら
十
日
間
に
わ
た
っ
て

全
国
い

っ
せ
い
に
始
ま
り
ま
す
。

最
近
の
交
通
事
故
の
状
況
を
見

る
と
、
全
国
的
に
地
方
都
市
へ

の

移
行
が
著
し
く
、
市
内
も
、
昨
年

あ
た
り
か
ら
急
増
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
も
車
対
人
の
悲
惨
な

重
傷
事
故
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
国
民
の
ひ
と
り
ひ
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基副

親

切

で

ま

き

他
人
の
迷
惑
考
え
て

~ゎ
J

…
…っ
…

一官
邸一

一港
…

…拘エ
…
は中止します

不

法

投

棄

は

や
め
ま
し
ょ
う
か
・

最
近
、
川
の
土
手
や
空
き
地
、

河
川
な
ど
に
紙
く
ず
、
空
力
ン

、

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て

お
り
ま
す。

こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
以
前
か
ら

何
回
と
な
く
市
の
方
で
処
分
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
す
ぐ
持

っ

て
来
る

一
部
の
市
民
が
い
る
た
め

「
市
政
だ
よ
り
』
九
月
一
日

号

で

お

知

ら

せ

し

ま

し

た

グ
空
港
ま
つ
り
ρ

は
準
備

の

都

合

で

中

止

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

皆

様

に

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

ま

し

た

こ

と

を

、

お

わ

び

い

た

し

ま

す

。

り

又
、
不
燃
物
を
指
定
日
以
外
に
川

fi
z-
-
2
2
5
5
3
J
J
5
2
2

持
ち
出
す
こ
と
は
絶
対
に
や
め
、
ん

電

話

の

移

転

工

事

等

の

き
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ら
に
一

ど
う
し
て
も
出
す
場
合
は
、
市
の
…

一
週
間
前
後
工
事
が
遅
れ
る
こ
と
…

ゴ
ミ
理
立
地
(鈴
田
の
釜
川
内
)
に

一

申

し

込

み

は

、

に
な
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
工
事
一

運
ん
で
処
分
を
し
て
下
さ

い

。

一

早

目

に

ク

予
約
日
に
は
必
ず
在
宅
さ
れ
て
工

一

お
互
い
の
心
が
け
で
き
れ
い
な

内

事
が
順
調
に
施
工
で
き
ま
す
よ
う
m

街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

叫

電
話
局
で
は
皆
様
か
ら
の
多
数

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
o

w

ん
の
工
事
申
し
込
み
に
つ
い
て
、

ど

ん

.

.

 

，

・

…

希
望
の
日
に
工
事
を
行
う
よ
う
極

山

電

話

を

引

く

に

は

ι

ーー

~
力
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

J

嘩
国
間
的
け

腕
倒
防

小

ん

一

そ
れ
で
も
な
お
、

l
i
l
i
-
-
'

配

管

が

必

要

で

す

グ

一

内
申
し
込
み
が
集
中

皇

戸〆

J

C

ん
し
た
場
合
は
、
ど

…

て

一

電
気

・
ガ
ス

・
水
道
-
w

害

じ

ん

大

↑
希
望
の
自
に
工
事

…

γ

…

電
話
こ
の
四
つ
に
は
忘
れ
ん

…
予
約
が
で
き
か
ね

一

し

一

る
こ
と
が
で
き
な
い、

生

i
l
-
-
j
j
j
i
j
jp

一
る
場
合
も
あ
り
ま

一

フ

一

居
、
事
務
所
な
ど
の
配
管

品

正

し

い

犬

の

飼

い

方

を

子

。

こ

の

よ
う
な

~

仁

一

設
備
で
す
。
木
造

・
鉄
筋

一

2
5
3
2
5
2
5
3
2
5
21

ル
事
を
避
け
る
た
め

一

l
v

一

建
築
を
問
わ
ず
、
電
話
用
問

山
に
、
工
事
予
定
日

一

C
3

一

の
配
管
設
備
が
な
い
と
、
ν

i

-

に
被
害
を
加
え
、
又
は
加
え
る
…
の
一

週
間
ほ
ど
前

一

三
口

一
ご
希
望
の
場
所
に
電
話
を

…

お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
、
い
つ
も

一
に
申
し
込
ま
れ
る

一

し
巴

一

引
く
と
と
が
で
き
な
い

乙
一

つ
な
い
で
お
く

こ

と

。

小

ょ

う

ど

協
力
を
お

一

.

一

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
叩

ω飼
い
犬
を
つ
れ
出
す
時
は
、
丈

仇
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
壁
や
天
井
に
穴
を
M

夫
な
鎖
、
又
は
綱
を
か
け
、
人

ル

ま
た、

申
し
込
み
に
な
り
ま
す
あ
け
た
り
、

窓
や
戸
口
か
ら
電

貯

を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は

ん
と
「
何
日
に
工
事
に
伺
い
ま
す
」

話
線
を
引
き
込
む
こ
と
に
な
り
、
旬

、
必
ず
口
輸
を
か
け
る
こ
と。

ふ
と
工
事
日
を
予
約
し、

約
束
の
日

美
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
一

ω飼
い
犬
を
捨
て
る
時
は
、
所
定

一
に
工
事
を
完
了
す
る
よ
う
万
全
を

電
話
の
取
り
付
け
工
事
が
遅
れ
た
一

の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ
る
こ

品
期
し
て
い
ま
す
が
、
係
員
が

伺

つ

り

、

故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
w

と
。
不
用
犬
の
回
収
日
は
毎
週

仏
て
も
不
在
等
の
た
め
工
事
が

出

来

新

築

、
改
築
の
際
に
は、

な
に
わ

仇

火

・
金
曜
日
の
午
前
中
と
毎
月
ん
な
か
っ
た
例
が
相
当
数
あ
り
ま

す

と

も

あ
れ
設
計
図
に
電
話
用
の
配

ふ

十
四
日
で
す
。

回
収
箱
は
市
役
山
こ
の
よ
う
な
場
合
は
工
事
計
画
の

管
設
備
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
川

所
ほ
か
各
出
張
所

(三
浦
出
張

…
都
合
上
、
新
た
に
工
事
日
を
決
め

大

村

電

報

電

話

局

…

所
を
除
く
)
に
あ
り
ま
す
。

一

3
・5
3
、・J
j
z
z

を{

市'

りおおむ市政だより(3) 

守

る

付
近
の
住
民
の
方
が
大
変
迷
惑
を

し
て
お
り
ま
す
。

燃
え
る
ゴ

ミ
は
で
き
る
だ
け
家

庭
で
処
分
を
し
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ

は
不
燃
物
収
積
所
へ

市
が
指
定
し

た
収
集
日
の
前
日
に
持
ち
出
す
よ

う
に
し
て
下
さ
い。

• • • 
人
畜

• 
被!

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に

よ
り
人
畜
、
農
作
物
等
に
被
害
を

こ
う
む
り
、
又
、
ゴ

ミ
箱
を
荒
旨り

さ
れ
て
困
る
と
い
う
苦
情
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に、

他
人
K
迷
惑
を
か
け
る
犬
の
放
し

飼
い
は
絶
対
し
な
い
よ
う
詞
育
者

の
積
極
的
な
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す。

「
飼
い
主
の
義
務
」

(1) 
し る 飼
な 以い
い外 犬
こ の は
と 場
。所 飼
fこ iζ し、

だ 放主
し S"が
、飼 占

人 い.有
畜 を す

民

ま

じ

民

な

よ

，っ。

完ぎ

り

市

章
)

• 



(4) 

「引揚者特別交付金「

」一国庫債券を l 

りおおむ市政だより日
川

氏
J

川

白
川
川

n
ud

H
H
 

年
川

n
k
U

川

4
.川

和

川

昭

川

上げ ます買 い -・・
引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持

っ
て
い
る
方
を
対
象
に、

次

の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償
還
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で

該
当
者
は
市
社
会
課
へ
お
申
し
込

み
下
さ
い。

買上償還表

号一
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

一n
H
U
n
H
U
n
H
u
n
H
u
n
H
U
n
H
U
AH
U
A
H
u
n
H
u
n
H
U
n
H
u
n
H
u
n
H
u
n
H
U
n
H
u
n
H
U
n
H
u
n
H
u
n
H
U
n
H
U

一n
H
U
n
H
u
n
H
U
A
H
u
n
H
U
n
H
u
n
H
u
n
H
U
n
H
U
nH
υ
n
H
u
nH
U
n
H
U
n
H
U
n
H
U
A
H
u
n
H
U
A
H
U
n
H
U
n
H
U

一p
h
d
p
h
d
n
u
υ
A
H
U
n弓
U
円

v
s
anヨ
nv白

nuυ

o
h
u
a
n
ヨ
n
x
u
n弓
U
円

γ
8
門
リ

s
nり
白

nuυ
口
弓

U
F同
u
n
H
U

、

一
町

白

円

0
8川
コ

η
i
η
i
n
u
n
u
od

q
a
絹川
宝

円
i
n
U
A
当
ρ
O
H4

0
6
o
o
-
-
FLD
n
u

b
-

守

i
1
4
寸

i
-
i
噌

i

o
己
O
A
n
o
nd

n
a
n
d
A
住
民
u
v
h
u

一券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券

類
一円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

種
一千
万
千
万
千
千
万
千
万
千
万
万
万
千
万
万
千
千
万
万

面
一7
1
4
2
1
8
3
5
4
2
5
6
7
7
M
日
2
9
四
日

券
一

万

万

万

万

万

万

万

万

-

4
E
4
4
E
4
 

一

噌

i

。G
Q
凸

-

4
2
4
噌

E
A

。
買
上
条
件

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
も
の
0

0
買
上
限
度
額

一
記
名
者
に
つ
い
て
十
二
万
円

以
内

。
買
上
価
格

賦
札
四
枚
分
の
別
表
価
格
と
す

司令
。

-・-
な
お
、
買
上
申
請
が
資
金
の
わ

く
に
達
し
た
と
き
は
受
け
付
け

を
締
め
切
り
ま
す
。

。
買
上
償
還
表

下
記
の
と
お
り
で
す
。

i三jk
)iW( 

j所
J閉!
日又{

⑨⑨  

山

月

2

日

中
地
区
公
民
館

行
政
監
察
局
で
は
十
月
二
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
中
地

区
公
民
館
に
巡
回
行
政
相
談
所
を

設
け
ま
す
。
こ

の
相
談
所
は
、
日

ご
ろ
国
や
県
、
市
、
公
社
等
の
役

所
の
仕
事
に
つ
い
て
相
談
や
意
見

苦
情
な
ど
が
あ
る
が
、
ど
う
も
関

係
の
役
所
に
申
し
出
に
く
い
。

と

ド

一九

日
JJJ
肌
欄
醗
翻
野
山川
一川

vy--j.東
京
フ
ィ
ル
ハ

場
所

市
民
会
館

一
時

的
雛
露
関
誌
露
ず

れ
七
九
日

千円

…

交
霊
謝

地
努
髄

JF
関
一審

舷
閥
揚
陸
醸
成
一一一…

…一一…一札

州

議

議

旨
己

券
は
、
座

席

数

に

自

由

席

六

百

円

一一門
主

的
ア
ベ
料
儲
騒
関
与
¥麓
絞

努

高
安
川護
蹴
鞠
二
二
鍾
審

議

i:〓ζ
旨

制
限
が
あ
り
ま
す

入
場
券
発
売
場
所

~
州刊
誌

新
鰯
鱒
簡
が
融
J
J
A守
護
州
議
日
閥

均
附

の
で
、
早

自

に

お

森

竹
電
気
商
会

・
ア
オ
パ
ラ
ジ

川

ん
給

付

¥
♂

震

Er一戸J
J

ト一，

叫ん

な
議

議

湯

求
め
下
さ
い

。

オ

商

会

・
原
田
楽
器
古
町
居

・
…

レ
ω給
付、

1
d
u
嗣
明

a翻
醤
鑓
闘
輯

E
開

1
r…山口伝
一主

制桝

rry
l
J務

回一

m

h

者
4
贈
盟
闘
し

1
…

4
芝
m
J
日
時

十
月
十

九

長

崎

皇

1f
書君F庖
守
.
商
工
会
議
所

.
青

f
…
 

~家旗

戸

i

イ

a鋪
醐
翌艶向詰隣即駆
藩
緬
塑潮
瞥

v

主主iJJ:
〉

i

忌可斜斜持
却絵繍竺空
…燃÷JJ日ぷ主ぷ安化

1只r

日

(2金会)

年

2会
議
票所
.
市夏役一所

Z
附
告
市
民
詰
相
談
宗)

 

…

ン捧
潔
隈
ぎ
川ぷ-徐崇言需号昨釈粍苧字宇手判将W干??T
い

ωいλ川川川川山八ハふ心十川川i川ぺイJJ一一一一一…J
J

川日川叫吟いれ川山匂ト川川M)》刈叩刈…一《
川…¥一?

膚

騒

犠

餅

騨

閥

ふ
ぷγ
議

¥…一渋

川
崎

愈

-

十
分
開
演

体
並
び
に
グ
ル

ー
プ

ーー
老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の

夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

北九州財務局

長嬬財務部大村出張所

10月1日から廃庁
部長州 し し分の 国 月十
大 崎財 たてを 管 .有 以年昭
村 財務 北い担理財来 十和
出 務 局九ま当処産 、二 二

か
、
ど
こ
へ
ど
う
し
て
申
し
出
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
叉
、
テ

キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い
。
と

か
言
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
方
は

当
日
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
に

な
れ
ば
相
談
委
員
が
関
係
役
所
に

内
容
を
連
絡
し
て
解
決
を
促
し
て

や
る
と
か
、
そ
の
手
続
方
法
を
教

え
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
親

身
に
な

っ
て
お
世
話
を
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な

問
題
で
も
け
つ
こ
う
で
す
か
ら
、

お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い。

な
お
当
日
相
談
を
担
当
さ
れ
る

方
は行

政
相
談
委
員
、
山
口
秋
博
さ

ん、

溝
上
太
久
馬
さ
ん
、
北
野
松

代
さ
ん
並
び
に
長
崎
行
政
監
察
局

職
員
の
方
々
で
す。

張
所
は
、
十
月
一

日
廃
止
さ
れ
、

長
崎
財
務
部
に
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

固
有
財
産
に
関
す
る
こ
と
で
ご

用
の
方
は
、
左
記
に
連
絡
下
さ
い

長
崎
市
筑
後
町
三
番

二
四
号

北
九
州
財
務
局

長
崎
財
務
部

一
電
話

@
l
四
二
七
一

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
に

加

入

を
グ

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
将
来
多
額

の
退
職
金
が
支
給
で
き
る
国
の
共

済
制
度
に
す
べ
て
の
従
業
員
を
加

入
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
十
月
は
こ
の

共
済
制
度
の
加
入
促
進
月
間
で
す

こ
の
制
度
は
、
国
の
援
助
と
共

済
方
式
の
採
用
に
よ

っ
て
有
利
で

確
実
な
退
職
金
が
受
給
で
き
ま
す

申
込
み
及
び
毎
月
掛
金
な
ど
は

各
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
。
掛
金
は
月

一
人
当
り
四
百

円
か
ら
四
千
円
ま
で
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
商
工
観
光
課
、

ま
た
は
商
工
会
議
所

へ

市

民

意

章
)
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で
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に
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ま

し

ょやつ。
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犬の登録と狂犬病予防注射日程表

|月日[実施場所 |時 間

110月2日 |市役所 110:00--15:00
I (火) 1今村公民館 110:30--11:00

|溝陸公民館 111:15--11:30
10月3日-'-I:..I.""1r=---'-

|三浦出張所 113:00--14:00
(水 1 l11>+:;b=I1'r7*~ 1|農協西部支所114:30--15:00

|平I}JlI(倉田宅前)110:00--10:30 
10月 4 日 ! 鈴田出張所 1 11:00~1 2: 00

(木) 1 岩松駅前 1 13: 00~14:00
大多武婦人ホーム 114:30-15:00

10月 5日 i中地区 1 10:00~15 : 00 
(金) 1住民センタ ー!

10月 6日 |原口住宅 I 9:30-11:00 
(土) 1 公民館|

10月8日 |福重出張所 110:00--11:30
(月) 1富ノ原公民館1 13:30~14:3 0

諏訪公民館 110:00-11:30
池田公民館 113:30-14:00
徴神堂前広場114:15--15:00

野岳湖パス停1 10:30~11: 00

東光寺公民館 1 11:15--11・30
松原出張所 113:00--14:00 
武官路公民館114:15-14:45

10月 12 日|竹松出張所 1 10:00~15:00(金 I 'J 1:L>: u-1 <JJ.X:rJl 1 

黒木パス終点110:30""10:45
黒木小学校下111:00""11:30

10月15白 |営林署(久良原)111:40""12:00
萱瀬出張所 113:00""14:00

|萱瀬小学校 114:10""14:30
|農協第一支所114:50""15:30

10月16日 |大村保健所 110:00""15:00(火 1 /V，"JVl'JXarJ/ 1 

注
射
と
検
診

十
円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

叉
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ
犬

に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ
け

て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら

な
い
よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

日
程
は
右
記
の
と
お
り
で
す
。

正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
は
休

憩
し
ま
す
。

圃
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料

登

録

一

頭

三

百

円

注

射

一

頭

二

百

六

一

図

書

館

へ

さ

ん

)

大

鏡

一

面

身

寄
り
の
な
い
気
の
毒
な
老
人
な
い

叩

一

-

図
書
館
の
新

A
大
村
学
習
社
(
代
表
者
岩
永
好

ど
へ

M

一

築

落

成

を

祝

っ

生

さ

ん
)
額
一

点

ム

小

路

口

郷

の

竹

松

ア

パ

ー
ト
近
一

」
」

一

υ
て

ム

大

村

市

書
籍
組
合

(代
表
者
長
藤
カ
ス
イ
さ
ん
は
、
婦
人
用
衣

…

ん

ま

A
九
州
教
具
K

崎

浩

さ

ん

)

植

木

二

鉢

類

数

点

を

。

一

い

K
(
代
表
者
ム
本
川
ま
ち
子
さ
ん
(
福
重
皆
同

老
人
ク
ラ
ブ
へ

一

宮

本

田

嘉

末

さ

郷

出

身

)
か
ら
十
万
円
相
当
額
ム
糧
友
食
品
K
K
(社
長
杉
原
哲

い

μ

こ

ん

)

か

ら

地

の

新

刊
書
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
次
さ
ん
)
は
同
大
村
営
業
所
長

…

う

球
儀
台
付
一

し

た

。

を

通

じ

書
籍
を
各
老
人
ク
一
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・
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川
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光
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(

代

ム
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福
寺
郷
の
福
添
喜
平
さ

ん

は

各

保

育

所

へ

内

一

切

表

者

朝

長

正

亡

妻

ト

ラ

さ

ん

の

忌

明

に
当
り
ム
久
原
住
宅
の
坂
本
勇
さ
ん
か

ら

ん

N

併

治

さ

ん

)

油

金

一

封

を

。

保

育

所

に

雑

布

五
十
五
枚
い
た
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仏
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絵
一
点
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会

福

祉

事

業

費

へ

だ

き

ま

し
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一

ん

一

ム

大

村

市
連
合
ム
武
部
郷
の
服
部
雅
信
さ
ん
は
、
ム
他
に
交
通
遺
児
の
た
め
に
匿
名
川

一

一

婦

人

会

(

会

亡

父

雅
好
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

で

金

一

封

の

ど

寄
付
が
あ
り
ま

や

一

長
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松

初
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金
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封
を

。
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募

集

園
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

開
催
臨
時
従
事
員
を

募

集

募
集
人
員

若
干
名

資

格

市
内
居
住
者
で
満
四

十
歳
以
下
の
女
子

手

続

自

筆

の

履
歴
書

(写

真
添
付
)
と
住
民
票
抄
本
を
九

月
二
十
九
日
ま
で
に
競
艇
事
業

部
へ
提
出
の
こ
と
。

選
考
日
時

十
月
一
日

午
前
九
時

場

所

競
艇
事
業
部

選
考
方
法

一
般
常
識
、
珠
算
、

面
接
、
身
体
検
査

※
詳
し
く
は
競
艇
事
業
部
へ

10月 9日

(火〉

10月11日

(木〉

国
郵
政
外
務
職
員
を

募

集

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内

及
び
東
京
・
京
阪
神
地
区
の
郵
便

局
に
勤
務
す
る
外
務
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
人
員
(
男
子
の
み
)

九
州
約
三
百
五
十
名

東
京
約
二
百
名

京
阪
神
約
百
五
十
名

応
募
資
格

九
州
地
区
昭
和
二
十
三
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
(
昭

和
四
十
九
年
三
月
高
校
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
)

東
京
地
区
昭
和
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
(
昭
和

四
十
九
年
三
月
に
中
・
高
校
卒

市

民

憲、

章
)

(月〉

業
見
込
み
の
者
を
含
む
〉

京
阪
神
地
区
昭
和
二
十
三
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

(
昭
和
田
十
九
年
三
月
に
中

・

高
校
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

む
)

第
一
次
試
験

試
験
日
十
月
十
四
日
(
日
)

試
験
種
目
教
養
・
作
文

試
験
地
長
崎
市
・
佐
世
保
市
な

ど
二
十
八
ヵ
所

第
二
次
試
験

試
験
日
十
一
月
上
旬

試
験
種
目
面
接
及
び
適
性
検
査

身
体
検
査

申
込
受
付
期
間
九
月
十
七
日

l

二
十
九
日
ハ
当
日
消
印
有
効
)

※
受
験
希
望
者
は
、
最
寄
り
の
郵

便
局
へ
申
込
書
を
請
求
し
て
下

さ
い
。



。(6)

講

習

会

り

圃
婦
人
労
働
講
座

むお

九
月
十
九
日
午
前
十
時

長
崎
市
桜
町
九
の
六

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

対
象

職
場
に
働
く
婦
人

受
講
料

無
料

申
込
先

長
崎
市
江
戸
町
二
l
一
三

長
崎
県
経
済
労
働
部
労
政
課

場日
所時

お市政だより

ス

ポ

、y

白
川

K
J
川

月
川

門
叶
J
V
H
H

年

川

n
k
U
山
川

4
4，
川
川

和
川

昭

川

圃
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

教

室

対
象
男
女
、

年
齢
制
限
な
し

日

時

九

月
十
五
日

i
十

一
月
二

十
四
日

毎
週
土
曜
日
(
十
回
修
了
)

午
後
二
時

t
四
時

二
時
間

場
所

県
自
動
車
試
験
場
前

放
虎
原
仮
射
場

申
込
先

古
町
五
六
五

l
五

秋

元

電

器

広

電

②

四

二
一
七

※
弓
具
は
協
会
で
準
備
す
る

園
大
村
柔
道
教
室

目
的

青
少
年
の
体
育
振
興
と
柔

道
を
通
し
て
、
心
身
の
鍛
練
を

目
的
と
す
る

日
時

毎
週
火

・
木
曜
日

午
後
六
時

l
七
時

対

象

小

学
生
以
上

・
中
学

・
高

校

・一

般

場
所

市
民
体
育
館

主
催
大
村
柔
道
協
会

連

絡

先

大

村

市
柔
道
協
会

(
竹

松
本
町

電
話
⑥
|
七
八

一一

)

又
は
市
民
体
育
館
(
電
話
|
③

一
五
五
二
)
へ

闘
関
大
村
一民
彼
地
一
込

柔
道
昇
段
審
査
会

日
時

九
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
一
時

大
村
工
業
高
校
格
技
場

実
技

・
学
科

・
投
の
形

初
段

・
二
段

・
三
段

大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

大
村
中

A
、
三
位

郡
中

B

内場
容所

主
催

思
少
年
一義釦
道

綜
成
大
ム
ア
成
紘

八
月
二
十
六
日
西
大
村
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
大
村
市
連

合
防
犯
協
会
、
大
村
市
、
大
村
警

察
署
共
催
の
少
年
柔
剣
道
練
成
大

会
は
参
加
者
六
百
名
に
及
び
盛
会

り
に
終
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

柔
道
の
部

優

勝

郡

中

A
、
準
優
勝

剣
微勝 イ;?松勝公 道
神 込;原 ZLBの
堂 諏ミ二七竹之二 部

訪優 松優
B 勝 A 勝 ー

三竹 三 中
位松 位央
AA  諏 、 古

訪準 町準
A 優 A 優

圏
九
州
少
年
野
球

選
手
権
大
会
で

西
中
ク
ラ
ブ

準

優

勝

第
二
回
九
州
少
年
野
球
選
手
権

大
会
は
八
月
二
十
八
日
、
諌
早
市

営
球
場
で
聞
か
れ
、
長
崎
県
代
表

と
し
て
西
大
村
中
ク
ラ
ブ
が
出
場

優
勝
戦
で
伊
万
里
中
ク
ラ
ブ
と
対

戦
し
た
が

2
1
2
八
回
、
日
没
の

た
め
抽
選
負
け
で
し
た。

園
高
松
賜
杯
全
日
本

軟
式
野
球
大
会
成
績

第
十
七
回
高
松
賜
杯
全
日
本
軟

式
野
球
大
会
は
八
月
二
十
五
日
佐

賀
市
営
球
場
で
聞
か
れ
、
長
崎
県

代
表
と
し
て
、
九
電
大
村
営
業
所

チ
ー
ム
が
出
場
、
5
1
5
で
沖
縄

コ
ザ
市
電
々
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

そ

地

σ〉

国
計
量
器
定
期
検
査

計
量
器
定
期
検
査
が
九
月
十
七

日
か
ら
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
商
庖
、
学
校
、
病
院
、
官

公
署
な
ど
で
使
用
す
る
計
量
器
(

商
取
引
、
証
明
用
等
)
は
、
も
れ

な
く
受
検
さ
れ
る
工
う
お
願
い
し

ま
す
。日

程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

月日 場所 時間|
今村公民館

三浦出張所 13:00--1 ;=::00 

18日
鈴田出張所 10 00~1200 

大萱1/瀬武婦出人張ホー所ム

13:00-'15:00 

1O:00~12 00 
19日 農協

13:00~1 5:00 宣言車第一支所

1000-1200 20日木 農協 竹松支所
13:00-15:00 

21日 金
松原出張所 10・00......14:00
福重出張所 14:00-15:00 

1000-112:000 0 24日 月 諏訪公民館 13:00--15:00 

25日 火 中地区 公民館 同 上

市民会館 同 上

27日木 市役所 同 上

計量器定期検査日程表

西

国同

公

害

や

交

通

事

故

を

起

こ

さ

ぬ
よ
う

と
め
ま
し

'つ

!彼彼るおい 園田園臨機鱗繍鶴間一一一 一自画圃:
!益事 5kl;zE圃臨響機開田園圃瞳 求 審理 1
!コゴ(美 、つ 宮 圃・圃圃匝罷謹覇鱒轟轟轟盟国圃園圃圃・圃圃 羽 田障措白亜圏'

U) 'A' ~.. ';-' _・E ・-酷揺緒掴謹面画監磁盟国臨画-圃圃圃園田園田園園自己・・ 園田盟国園田置園田直

!当今天壮 そ小 園圃匝襲撃懇磐線 繋 懇霊園園罷塑E軍国 夫うの 盟曹胃弔輯
i ~ の 神厳 う 路 園田麟韓議議撃機織諸国圃E輔副圃回 融 問 | 輔

!?存昔話長 2闘騒騒轟轟薗圃持轟轟i
iの市 、域るる 圃圃圏圏醸欝題醤歯謡謡謹藩置置誼置留置圏置位 圏彊圏直酒圃 i
i土 、古を大。 園鶴鞠欝園田園圃園田 (2) 醸翻盟 i
t地東く思樹国 置・圃瞳欝覇震賜壊璽賜彊掴圃麟遡圃圃圃圃圃E 圏圏臨調置圏 F

!を ・かわ lζ 道 盟曹揮購轟轟憲懇幾議議嬢欝顎聴繍圏圃・・. I盟惜趨掴'
!し 西ら せお 添 翻臓磯磯穣磯綴畿機j綴綴怒綴鱗瀞脇田・ーーー 闘騒路四層圏!

!ん数 遷?十代 た 当シ つもと 領参か十 代の もず!
iで 回そ座ま九 喜子慶め社 タ 天 た 称 つ 奪 すっ六 中の霊 e大明め;
!いの のさ年前五長 、のン正と し て回べき代 岳守 を村ら守 !
!る 改後れ 、にき七難神 lζ 二 伝た 、後 し「 領合護副氏 かる.'! 
!。 築 、た神よ年 を身本よ年え)幸 、」 自主戦神祭入 で 神 !
i を 神 。鉢つ竺のはつ竺らに天本と身純で とし 郡 な
i 経殿 はて 工 が 嬉 て れ 日 大 堂 の 垢E伊有な 、 後 いで t

て、 無再 6れ野焼主る参明 川 誓離りが 馬 つの怯。、 i
拝 事建ーたにか 。を 神 lζ 願し 、勢たち 、 創 i

今殿 、さ 手。移れ望 怠(水をて戦に 0 大初 立 、i 日と 当れ ) さた) ら 幸 どこ千 勝敗 村 代 の!
にも 社 、十 れがキ な天りめ日のれ 家直 年 !

! 及に に同九 た、リ かとを 旧社 あた 代純 代!

置
ス
キ
ッ
ト
申
込
者
へ

(
お
わ
び
)

ど
が

つ
い
た
そ
う
で
す
。

申
込
者
並
び
に
お
世
話
を
い
た

だ
い
た
方
々
に
は
、

大
変
ど
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

納

品
あ
り
し
だ
い
配
布
し
ま
す
の
で

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

業
者
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
ま
す

と
原
料
不
足
の
た
め
容
器
の
製
造

が
で
き
ず
、
納
品
期
日
が
延
び
延

び
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
今
月
末
日
に
は
納
品
の
め

よ'つ。

民

憲

章

(
市
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